
4.メ m土壊改造におけるりん綾資材技入量の弊定法

改定 )
一 りん秘吸収係敢および有効 りんほ十監を基礎 たして一

].背 景と特徴

村手卓では火山灰規士駅改真の改史2こ準の一つとして、 りん熊吸1枚係数の 13%の りんすモ

をぬ石、ようりん比 l:4に してお用する方式 (山 本法に昨物!)が とり入れられ、これにそ

った出求対応も多い。 しかしこれrらの土野改炭の方法で箕際にどれだけの右勅りん技が嵩化

されるか、あるいはりん降吸収係放うミどれだけ低下するか争については明らかにされていを.

かった。 しかも、土駐改造技術が導入された当初は土複中の有効りん故が少なかったことも

あって蚊進の効果が高 くなる場合が'か ったが、最近は発r実争r/D準人で一般にりん酵1巴料め

施用が多くなりと嘘中r7-2有効りん磁がかなり付化されている例が多い。そういった土茸では

土壊改造をするとすればどの住貨の改おが必要か卒必ず しも明 らかにされていなかった。

そこでこれらの改造法をさらに進めて土壊中の有効りん様をも加味 したより合斜!評iな改良禁

韓が必要となり、 さらに非火山灰士模にも車はてきるかも等も加えてt食討 した結果一応の基

準が得られたのでその結果を報告し、精巧上の参考事項としたい。

2.獄 術内容 (試験結果 )

0ん車資材投入最の算定

、 りん線資材の投入よ り試散結果のような要因を伴って,んli夜草化がなされるが信化が1安定

する投人後 60日 の名十ヒ隼を目安とすれば、 りん批吸収係放をふ!|とにした りんt夜我入 五によ

を,常化す伝各土親ともはぼ二走で、 りゎ破吸収係敬の10%ヽ 十1当の戒入で16円夕(トルオー

グリん,,、以下同じ)、 5鈴で8円夕、 2%榔 当で3ヴ内タトのりん確岳化′うミ期待できる。 この

ことから、 りんゆ貨材号は、          '

必要 りん鹸 t(り ん熊吸1又係教に対するりんごrir年1合|わ
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円津いん辞士1古16 11外 が1ザ終樺神なりん注肯1であり、 お0 以 上では土壊改池は考えない

ものと 十る。
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1 2】珂在行なわれィていろりん敵吸収係数のみを基準にした改造法の算定でよ日標以 上のりん

能投入がなさ煎る白r能性があり、芽材の有期斉十1用の面か らも不科である。 したがって、上

記の既存のりん静最も加殊した算定法を採用する必要があり、この力汁でより近い 騨革り

ん駿量を得ることができる。

討静度績の概要

(11 試験課題名  土 焼改造資材による土張おこ衣雄の変化追跡 (室 内実漂3)

(有 効 りん酸の富化を中心として )

121 試験年次および場所  昭 49年 ～ 50年

+3)試 駒方法

ア 供 話土駐

拓 土 埋名 | 土  壌   名
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イ 供 試資村および混合比、駈丹3童

ようりん、)ぬ石、車過石を供討し、そオ1それの部打|、ようりん :消石、章過イ:比 1

1、 1:2、 1:と 等に混合したものを各土取のりん酪吸収係数の文々2、 も、 10

料当のりん苗,と【ノてをRえ,た。       .

ウ イ ンキ_ペ ー トの条件

r土堆水分をil大容水J■の 60%相 当とし、 ス千,一 ビン中密聞式 とした。

ct阜Fメ条件を 2う cと し死温器中で 1+0田 草ヽ帥状態 とと″て次協しで。
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土壌型別りん酸富化畳

りん骸吸収係数を基にして各段階当生のりん静を投入した場合、 りん酸吸収係独の高

い火山沢土壌はりん確吸収係数の優い三紀層の土壌や沖積土援に比べ りん脇需化量が少

な く、又、同じ火山灰土壕でもりん酸吸収係数の高い土壌ほど宙化が鈍 くなる。しか し

なが ら冨化豊そ部自体には大きな差!まない。

りん独賢材の種類と盛化量

りん炒資材の奄E独により、 りん骸の窟化量に違いが見ら費1′、中性火山灰土壌、あるい

は三紀昏土壌ゃ沖積土壌のような非火山灰土狭では富化量がようりんに比べ過石、重過

石で多く、強殻性火的灰土壊では逆にようりんの方が多くなる。

富化量の経時変化は資材の禄知により特徴があり、過石、五過石では経時的に低下 し、

その低下の傾向が過石では土壌の耗畑で巾が大きく、重過石では小さい。一方、ようり

んでは各土凝ともほぼ一定豊を維お‐して推移し、土壌間での巾も小さい。 しかし投入後

60日 日位になると変化が少なくなり、いずれの資材でもほぼ一定の富化量 となる。

りん磁吸収係数の低下                           ヽ

リスノ自なの投入によるりん彬吸収係数の低下はりん陣資材の種類により異り、重過石で

とよ理論上の低下登より少な く、ようりんでは逆に多 くなるfrn向がある。

りん′酸資材投入登と,化 量

りん敗資材の投入により、上記のような要因を伴 ってりん酸富化がなされるが京化が

安定する投入後 60日 の鶴化士を目安とすれば、りん骸吸収係数を基準にしたりん酵投

入量による富化益は各土験ともは1ま一定で、りん骸吸収係数の10%相 当の投入て 16呼

(ト ルオーク
・
りん驚'、以

~卜
陶 じ)、 5%て 8〃ワ、 2%相 当で 3り 内外のりん酸富化が期

待できる。

主要成果の具体的データ
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